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①課題と分析ゴール
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② 分析アプローチ



2013
Train

2023
Train

2024
Test





Pear Tray　（K)
2004-2022出荷実績

5H 9,514
6H 27,322
7H 34,600
8H 103,000
9H 47,000
10H 344,000
11H 25,000
12H 751,000
13H 66,000
14H 841,000
15H 28,427
16H 803,000
18H 508,000
20H 233,000
22H 61,000
23H 1,200
25H 19,000
28H 300



EDA
（探索的データ分析）

モデル作成
モデル評価

予測

特徴量
エンジニアリング

パラメータ
チューニング





③分析/予測モデルの作成
15
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データの粒度を変更
デイリー（日）→マンスリー（月）

. 

出荷枚数０の予測をやめる
→出荷がある数字のみ予測

特徴量の調整
→外因として平均・Max・Min気温

デイリーベース（日）

マンスリーベース（月）

対数を取る（log)
→８月に年間の6０％以上の出荷が集中
→対数を取り、８月のインパクトを抑制
→制度誤差を高める





⁻
⁻





④分析結果



MAPE
14%

誤差

532%？

2013 2023 2024

学習（TRAIN DATA)

誤差
4１%
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予測モデル ２４年実績

８H １０H １２H １４H １６H １８H  ２０H ２２H

予測モデル 26,583 51,230 140,666 150,665 180,276 91,469 43,001 5,060

２４年実績 12,750 52,100 139,550 160,450 153,750 87,950 57,050 18,550

８Hと２２Hの予測精度
に見直しの余地がある

特徴量のチューニング
が必要と感じた

全体的には予測モデルは
機能している

18%

50%

65%



・ここでは８Hと２２Hを使い実行 ’24実数を入力し実行

・残念ながら22Hの‘23年度のモデルの当てはまりは±438枚と依然良いが
Optuna提案のハイパーパラメータは実用的でないと判断した。

・次に機械学習も使い検証してみたい

８H １０H

予測モデル 26,583

２４年実績 12,750

差18,958枚

＋
２２H

43,001 5,060

57,050 18,550＝

差13,775枚

＝

＋

８H OPTUNAの最適化 ２２H OPTUNAの最適化



・８HでCatBoostモデルにより’23/24合計差は多少改善するが、‘24予測は大きく外れている。
22Hでは’23/24合計差が２万を超えるており、ここでの機械学習モデル実用的でないと判断した。

８H １０H

予測モデル 26,583

２４年実績 12,750

差18,958枚

＋
２２H

43,001 5,060

57,050 18,550＝

差13,775枚

＝

＋

８H OPTUNAの最適化 ２２H OPTUNAの最適化



⑤今後の展望
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ある程度満足したモデルが出来た

01

モデル化の際、マイナス値が気になる02

機械学習モデルを展開していない03

特徴量 一層のパラメータチューニング
1 6
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ご清聴ありがとうございました。


